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まもなく１０名のあじさいっ子たちが、小野寺

南小学校卒業生として巣立っていきます。卒業生、

そして保護者の皆様に心からお祝い申し上げます

とともに、いろいろな面でご指導、ご支援いただ

きました地域の皆様に厚く御礼申し上げます。

３月１日に、児童会主催の「６年生を送る会」

と６年生主催の「６年生と職員のお別れ会」が行

われましたが、６年生の立派に成長した姿に、教

職員一同感激しました。中学校に向かって大きく

羽ばたいてほしいなと思います。

この会は５年生が中心になって、在校生たちが、

卒業する６年生に感謝の気持ちを表そうと計画・

準備してきました。

初めに、６年生

と一緒にゲームを

楽しみました。ド

ッジボールと本探

しとクイズ（ジェ

スチャー・シルエット）です。あじさいっ子班ご

とにそれぞれのゲームに挑戦し、たいへん盛り上

がりました。その後に、あじさいっ子班で作った

写真入り寄せ書きをプレゼントしました。

最後に、６年生一人一人から在校生にメッセー

ジがありました。同時に、「在校生との思い出作

り」の提案もあり、

６年生は日替わりで

各学年と昼休みに遊

んでいます。

このように、本校

では、小規模校のよ

さを生かして異年齢

集団の交流活動が活発に行われています。６年間

を通して、下級生の面倒を見たり優しく接したり

する態度が自然に身についているようです。

今年度最後の授業参観・学級懇談会が２月２２

日（水）にありましたが、お忙しい中、ご参加い

ただきましてありがとうございました。

南小の子どもたち

は、今年もあじさい

目標のもと、一生懸

命勉強してきました。

成長の跡は見られた

でしょうか。

今年度のＰＴＡの皆様が集まる行事は終わりに

なりますが、この一年間、ご協力ありがとうござ

いました。お陰様で、本校の教育活動も充実した

ものになりました。来年度もどうぞよろしくお願

いします。また、役員の皆様には、各行事のまと

め役、大変お世話になりました。

６年生と職員のお別れ会

６年生が心のこもったお別れ会を催してくれま

した。６年生手作りのパンケーキをいただきなが

ら、ダンスやクイズ、漫才などを楽しませてもら

いました。６年生一人一人の個性が表れていて、

面白かったです。また、手作りのランチョンマッ

トを記念品としていただきました。

３月に入り、６年生と校長室で会食しました。

中学校での部活動や将来の夢などを聞きました。

大きな夢、小さな夢、いろいろありましたが、夢

はいろいろ変わってい

いことを話しました。

夢をいつも持ち、いき

いきと輝く人生を送っ

てほしいなと思います。



２月２２日（水）に、日頃よりお世話になって

いる学校ボランティアさんに感謝の気持ちを伝え

ようと、感謝の会を実施しました。

まずは、ボランティアさんとのふれ合い給食で

す。各学年の教室で

子どもたちと一緒に

給食を食べていただ

きました。

その後、体育館で

ダンスや合唱を披露し、プレゼントを贈りました。

今年の感謝の会に来

てくださったボラン

ティアさんは１８名

です。地域コーディ

ネーターの野村さん

を始め、休日ボラン

ティア、読み聞かせボランティア、安全ボランテ

ィア、託児ボランティアの皆さん、体験学習をお

世話してくださった方などです。また、来賓とし

て、区長さんや警察関係の方にも来ていただきま

した。ありがとうございました。

ボランティア連絡会議
この日、ふれ合い給食の前に図書室でボランテ

ィア連絡会議を実施しました。各ボランティア代

表の方から活動の様子を報告していただき、情報

交換をしました。読み聞かせボランティア「アリ

ス」からは、保護者の

皆さんのご協力がいた

だきたいと要望があり

ました。読み聞かせに

関心のある方はご連絡ください。

子ども安全対策会議
感謝の会の後、引き続き、来賓の皆さんにも加

わっていただき、各地区に分かれて、児童の登下

校の安全対策等について話し合いました。三谷地

区では、新たに横断歩道ができるという話があり

ました。新里地区で

は、横断歩道に横断

旗を取り付けていた

だけるよう要望する

とのことです。それ

ぞれの地区で子どもたちの安全のために熱心な話

合いが持たれ、本当にありがとうございました。

２月１５日（水）に校内なわとび大会がありました。

初めに、１年生から順に各個人が頑張った跳び方を披

露しました。低学年ではあや跳びができるとすごいの

ですが、中学年になると二重跳び、高学年になると二

重あや跳び（はやぶさ）ができる子が増えます。子ど

もたちの技能の獲得は速いなと感心しました。

次に、前持久跳びチャレンジです。低学年は２分、

中学年は４分、高学年は５分を目標に跳びました。学

年によって差はありますが、約３割の児童が達成しま

した。

最後に、グループ対抗長

縄跳びです。体力作りの時

間や休み時間に班で練習し

た成果が表れ、縄を速く回

しても次々と跳べるようになりました。

２月２７日（月）に國學院大學栃木短期大学の学生

さんが２７名来校し、１・２・３年生と交流会を実施

しました。今回のテーマは「日本の歌を楽しもう」で

す。短大生と一緒にわらべ歌で遊んだり、絵描き歌で

楽しんだりしました。その後、あじさいっ子班ごとに

オリジナルの絵描き歌を作りました。発表では、８つ

の班が順に歌いながら演示しました。子どもたちの個

性が発揮されたユニークな絵

描き歌ができました。１１年

目になる交流会ですが、これ

からも大切に続けていきたい

と思います。

ネットトラブルから子どもを守る
小学生の実態として、ＩＴ教育を受けていない

まま、ゲーム機でインターネット接続をしている

現実があります。「知らない人と話してはだめ」

と教えていながら、ゲーム内では「知らない人と

協力プレイ」をしています。とても怖いことです。

トラブルに巻き込まれないためには、フィルタリ

ングと保護者の見守りが大切です。

・インターネットの接続はしない（親とならＯＫ）

・利用時間、場所は子どもと一緒に考え、意見を

尊重し約束する。

・約束を破ったら利用を中止する。（取り上げる）

※なお、栃木市では小中学生に携帯電話・スマホ

を持たせない約束になっています。


